
 

。
敗
戦
前
の
昭
和
十
年
（
１
９
３
５
）
代
の
コ
ツ
通
り
家
並
地

図
を
み
る
と
、
天
王
さ
ま
か
ら
南
へ
下
っ
て
く
る
と
右
側
に
斎

藤
酒
店
さ
ん
、
そ
の
並
び
に
当
間
歯
科
さ
ん
、
更
に
下
る
と
今

の
太
陽
信
用
金
庫
本
店
の
駐
車
場
に
柴
田
病
院
と
云
う
大
き
な

敷
地
を
占
め
る
医
療
機
関
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
隣
に
世
界
堂

の
鳥
海
さ
ん
、
ゆ
う
き
屋
の
吉
羽
さ
ん
と
続
き
ま
す
。
そ
し
て

右
へ
曲
が
る
道
が
現
在
の
太
陽
柳
通
り
で
す
。
当
時
は
道
路
巾

が
今
の
半
分
ぐ
ら
い
で
し
た
。
自
分
た
ち
の
周
り
に
病
院
が
あ

る
こ
と
は
生
活
し
て
い
く
上
で
心
強
い
も
の
で
す
。
『
柴
田
病

院
』
と
聞
く
と
昭
和
初
期
頃
に
南
千
住
で
生
活
な

さ
っ
て
た
方
は
ご
存
知
の
名
前
だ
と
思
い
ま
す
。

明
治
四
年
（
１
８
７
１
）
十
月
の
新
聞
に

「
今
般
小
菅
縣
管
内
千
住
小
塚
原
に
黴
毒
（
梅

毒
）
病
院
を
設
置
す
る
」
と
出
て
お
り
ま
す
。

そ
の
場
所
が
柴
田
病
院
の
前
身
で
は
と
推
察
し

ま
す
。
明
治
・
大
正
・
戦
前
の
昭
和
、
そ
し
て

戦
後
の
昭
和
三
十
年
後
半
ま
で
存
続
し
ま
し
た
。

政
府
が
病
院
を
設
け
る
に
は
こ
の
場
所
が
一
番

よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

飯
盛
屋
が
千
住
大
橋
南
詰
よ
り
南
へ
延
び
て
い
き
ま
し
た
が
、

当
時
ま
だ
南
の
先
の
ほ
う
に
は
小
塚
原
火
葬
場
、
小
塚
原
刑
場
、

回
向
院
の
お
寺
が
あ
り
ま
し
た
。
人
が
住
ん
で
い
た
の
は
コ
ツ

通
り
北
半
分
ぐ
ら
い
で
、
今
の
と
ん
か
つ
や
の
松
竹
さ
ん
手
前

ま
で
あ
と
は
人
家
無
し
で
し
た
。
そ
こ
で
政
府
は
人
家
の
外
れ

に
黴
毒
院
を
九
月
一
日
よ
り
開
院
し
、
ニ
階
建
て
の
検
査
場
を

作
り
ま
し
た
。
六
日
に
一
回
の
割
で
一
周
さ
せ
た
よ
う
で
す
。

開
院
一
ヶ
月
後
の
新
聞
の
大
見
出
し
に
は
「
人
倫
の
大
道
を

賣
女
に
論
告
」
と
出
て
い
ま
す
。
当
時
も
性
病
が
、
ち
ま
た
に

蔓
延
し
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

２
０
０
２
年
８
月
の
原
稿
を
再
掲
載
致
し
ま
し
た
。

☆六郎が語る☆
南千住一口話
特別編 第25回

吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

通
常
大
学
・
学
部
４
年
卒
業
後
、
修
士
課
程

２
年
、
博
士
課
程
３
年
で
、
博
士
の
学
位
を
取

得
し
ま
す
。
“
課
程
博
士
”
と
い
っ
て
順
調
に
い
け

ば
28

歳

で
す

。
こ
れ
と
は
別

に
、
大
学

に
博

士

論
文
を
提
出
し
て
、
博
士
に
な
る
方
（
“
論
文
博

士
”
と
い
い
ま
す
）
も
い
ま
す
。

約
50

年
前
の
高
専
発
足
当
初
、
ほ
と
ん
ど
の

卒
業
生
は
、
企
業
等
に
就
職
し
ま
し
た
。
企
業

で
の
研
究
を
纏
め
て
、
論
文
博
士
に
な
る
方
も

一
定
程
度
い
ま
し
た
。
旧
航
空
高
専
の
機
械
工

学
科
卒
業
生
で
、
大
学
に
行
か
ず
（
あ
る
い
は
、

行
け
ず

）
博

士

の
学

位
を

と
っ
た
人

も
結

構

い

ま
し
た
。

高

専
学
生
時

代
か
ら
た
い
へ
ん
研
究

熱
心

な

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
き
ち
ん
と
調
べ
た
わ

け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
全

国

で
も

相
当

数

い

る
と
思

わ
れ
ま
す

。
余

談

で
す

が
、
現

在

の
産

技
高

専

の
専

門
科

目

の
先

生

方
は
全

員

博

士

で
す
。 学

歴
高
専
卒
だ
け
の
博
士

こ
ん
に
ち
は
、
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
先
日
、
お
店
で
食
品
を
手

に
し
た
際
に
気
が
付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
豆
腐
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

な
の
で
す
が
、
原
材
料
名
「
丸
大
豆
」
の
後
に
「
分
別
生
産
流
通
管
理
済
み
」

と
、
あ
ま
り
馴
染
み
の
無
い
用
語
が
書
い
て
あ
っ
た
の
で
す
。

農
産
物
に
「
遺
伝
子
組
換
え
」
と
い
う
技
術
が
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
是
非
に
つ
い
て
は
様
々
な
意
見
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

大
豆
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
原
材
料
と
し
た
食
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
「
遺
伝
子

組
換
え
で
な
い
」
と
い
っ
た
表
示
が
あ
る
の
を
皆
様
も
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
消
費
者
が
お
店
で
選
択
で
き
る
よ
う
に
、
国
が
定
め

た
遺
伝
子
組
換
え
表
示
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
義
務
表
示
（
「
遺
伝
子

組
換
え
」
、
ま
た
は
「
遺
伝
子
組
換
え
不
分
別
」
で
あ
る
場
合
）
と
任
意
表
示

が
あ
り
、
任
意
表
示
の
基
準
が
来
年
の
４
月
１
日
か
ら
新
制
度
に
移
行
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
次
表
参
照
）
。

分
別
生
産
流
通
管
理
と
は
、
遺
伝
子
組
換
え
農
産
物
と
非
遺
伝
子
組
換
え
農

産
物
を
生
産
、
流
通
及
び
加
工
の
各
段
階
で
分
別
管
理
し
、
書
類
に
よ
っ
て
証

明
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
新
制
度
で
は
２
つ
の
表
現
に
分
け
る
こ
と

で
、
よ
り
厳
格
に
な
り
ま
す
が
、
来
年
の
施
行
に
先
立
ち
、
既
に
表
示
が
切
り

替
わ
っ
て
い
る
商
品
が
あ
る
の
で
し
た
。

■
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
■

h
t
t
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m
e
g
a
n
e
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s
a
t
o
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c
o
m

南
千
住
５
の
43
の
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【
東
京
新
聞
並
び
】

℡
０
３
（
３
８
０
６
）
４
９
３
０

★
休
業
日
の
ご
案
内
★

…
毎
週
火
曜
日
は
、
定
休
日
で
す
。

★
営
業
時
間
の
ご
案
内

★

平
日
（
月
～
金
）
…
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分

土
休
日
…
午
前
10
時
～
午
後
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

今
昔
性
病

食
品
表
示
の
変
化
に
気
が
付
き
ま
し
た

１
月
～
２
月

当
店
の
情
報
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
等
で
発
信
し
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
ま
せ
。

【現行制度】分別生産流通管理をして、意

図せざる混入を５％以下に抑えている大豆

及びとうもろこし、並びにそれらを原材料

とする加工食品

…「遺伝子組換えでない」等の表示が可能

【新制度】①分別 生産流通管理を

して、意図せざる混入を５％以下に抑えて

いる大豆及びとうもろこし、並びにそれら

を原材料とする加工食品

②分別生産流通管理をして、遺伝子組換え

の混入が無い（不検出）と認められる大豆

及びとうもろこし、並びにそれらを原材料

とする加工食品

…「遺伝子組換えでない」等の表示が可能

…「分別生産流通管理済み」等の表示が

可能（※2023年４月の施行前でも表示が

可能）


